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０・はじめに 
 
 2009 年春。例年より少し早く開催された福井高専体育祭。その最中に、突然広報委員長から
「学校のホームページを、そろそろ大きくリニューアルしませんか」と声をかけられた。 
 そのご提案は正に渡りに船であった。というのも、その一月前の総合情報処理センターのミー
ティングにおいて、まったく同じ発言を私自身がしていたからである。 
福井高専の web サイトは 2004 年に大刷新を行い、その 3 年後にデザインや構成の見直しとい
う小さなリニューアルを行っている。前回の大刷新から早 5 年、マイナーチェンジとも言えるリ
ニューアルからも既に 2 年が経とうとしていた。そろそろ大きな変化をつけたい、ミーティング
での発言はそうした想いからであった。 
 
ただ、一人のスタッフと広報委員長では、発言の重みも意味も違う。広報委員長の発言は、予
算をつけますよ、という「現実」が伴う。こうして予算と、8 月までにという期限をいただき、
新たな挑戦にとりかかることとなったのである。 
 
 
１・新 web サイトへの要望 
  
 今回の刷新については、校長先生やスタッフの間から、前もっていくつかの要望が寄せられた。 
例として 
1. ページが php で作成されると、更新に専門的な知識を要する場合があり、簡単に更新ができない。 
2. トップのデザインに変化がない。季節ごとやイベントごとに変化を与えられないか。 
3. トップページから目的のページまでになかなかたどり着けない。もっと行きやすくできないか。 
4. 学校のパンフレットをデジタルブックの形でアップできないか。 
などが挙げられる。 
 
 今回の大刷新では、上記の要望などを踏まえ、基本的な構成は現状＋αの形にし、より「見せる」
ことを意識したページ作りを心がけた。 
 検討の結果、今回も前回と同じ業者と協力して新ページを立ち上げることとなった。 
5 年前に比べると期限が短く、かなり慌ただしい作業となることが予想された。 
 
 
２・要望に応えて 
  
 最初の要望にあった php 形式のページは 2 年前のリニューアル時に採用したものである。検索エン
ジンでヒットしたページを正しく表示させるための措置として導入された。基本的には html と大き
く異なるわけではないのだが、専門的な知識が必要と思われてしまい、結局更新作業が一部のスタッ
フに集中し、負担となってしまっていた。そこで今回は、更新の多いページについては html のまま
で include 機能を持たせることにし、更新の作業を簡素化することによって、一部スタッフに業務が
集中することのないようにした。 
  
トップデザインについては、業者と相談をした結果、Flash を使っていくつかの画像をスライドシ
ョーのように表示することにした。Flash 自体は専用のソフトウェアと技術がなければ触れない素材
ではあるが、表示する画像自体は簡単に交換できる。これにより、時節やイベントごとにトップデザ
インの一部を変化させることができるようになった。 
  
 3 つめの要望は、前回のマイナーチェンジの際にも出たものである。2 年前はフォルダ構成を整え
ることで、以前よりは目的のページに辿り着きやすくなった。しかし、もっと簡単にできないかとい
うことであった。 
 実は画面右上には「サイトマップ」のリンクがあり、それをクリックすれば全ページの構成図から
目的のページを探せるのだが、初心者ではわかりにくい、ということであった。 
 対策案の１つとして、トップページのボタンからメニューバーが降りるようにして各領域の内容を
把握できるようにする、などもあったが、ページ内検索ではうまく引っかからないということで却下
になった。結局、各ページの最下部にサイトマップを貼り付けることで対処した。 
 
 4 つめの高専パンフレット「高専の歩き方」のデジタルブック化は、簡単にできる、と当初は安易
に考えていた。しかし実際には、この作業に一番時間がかかってしまった。 
 一番の問題点は学生や教員の顔と名前が出ていたことである。中学校に配るパンフレットであれば、
その配布先も限定される。しかし、世界中に発信される web サイトでは、学生教員を問わず、プライ
バシー保護には慎重にあたらねばならない。結局 3 度の修正を重ね、デジタルパンフレットは無事に
掲載されることとなった。 
 
 さらに今回の更新に際して、ほぼ全ページに亘って内容を更新した。「高専生の一日」のペー
ジにもフラッシュを多用し、これまでとはまったく違った印象を受けるページになっている。 
 そして今回新たに目玉企画が追加された。それは「会社の星になる！－卒業生の現在－」であ
る。福井高専を卒業して社会の第一線で活躍している先輩たちの仕事ぶりや、後輩たちへのメッ
セージを紹介するページで、初回はトヨタ自動車株式会社と株式会社 JAL 航空機整備成田に勤
務する先輩に協力をお願いした。就職先を紹介することはあっても、実際の仕事の様子などを学
生や受験生が知ることはあまりない。そういった意味でも画期的なページになったのではないか
と思っている。 
 
３・最後に 
  
 今回の全面刷新は、期限の 8 月になんとか完了し、現在まで無事に運営している。その間、ロ
ボコン全国大会出場などでトップページのフラッシュの画像を変更したりしている。 
 ページ自体のデザインなどについても、かなり吟味したこともあり、概ね好評のようである。 
 また秋には福井高専の TVCM も web 上で観られるようになった。ただし、先のデジタルパン
フレット導入時にもあったように、学生のプライバシーに配慮し、学生や保護者の同意を得た上
での公開となっている。今回の一部保護者から、CM では表示されている学生名を、web 上では
表示しないでほしいとの要望があった。そこで学生名の出ないバージョンを新たに作成して公開
している。 
  
 今回の更新にあたっては、これまで以上に様々な方々のお力添えをいただいた。この場をお借
りして御礼申し上げたい。本当にありがとうございました。 
 
 
福井高専ホームページ http://www.fukui-nct.ac.jp/ 
 
 
 
 
４・エンドロールのその後に 
  
 新webサイトが公開されてから 1ヶ月。TVCMのweb上での公開について何とか目処が立ち、
ほっとしていた頃・・・。 
 広報委員長がすれ違いざま声をかけてこられた。 
「実は今度、『女子中学生の高専進学への理解増進と高ブランド戦略による志願者確保』という企画
書が通りまして。この企画の一環として、女子中学生向けのページの作成と高専の動画のページ一新
をお願いしたいんですが・・・」 
 
 まだまだほっとするわけにはいかないようである。この続きはまた来年に。 
 
 
